
広報

西日本随ーを誇る大村公園の花しょうぶ。

その数は¥20万本とも30万本ともいわれてい

ます。

男ごろは6月中旬まで。

気面高く優雅な花の精をとくとご観賞くだ、

さい。
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任
期
満
了
に
よ
る
統
一
地
方
選
挙
が
行
わ
れ
¥

第
叩
代
・
大
村
市
長
に
は
¥
無
投
票
で
信
任
を

得
疋
松
本
崇
氏
、
か
再
選
さ
れ
、
4
月
白
日
よ
り

2
期
目
の
松
本
市
政
、
ガ
ス
タ
ー
ト
し
↓
示
し
た
。

松
本
市
長
は
4
月初
μ

日
、
市
職
員
ら
の
出
迎

え
を
受
け
初
登
庁
。
前
回
選
挙
管
理
委
員
長
か

ら
当
選
証
書
を
授
与
さ
れ
ま
し
だ
。

広報おおむら 平成 3年 6月号

こ
の
度
、
皆
様
の
温
い
ご
支
援

に
よ
り
、
第
日
代
市
長
と
し
て
2

期
目
の
市
政
を
担
当
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

私
は
こ
の
4
年
間
、
「
清
潔
で
公

正
・
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
・
一
歩
と
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く

就
任
あ
い
さ
つ

就
任
式
で
は
¥
職
員
に
対
し
て
「
就
任
以
来

こ
の
4
年
間
¥
大
村
市
発
展
の
だ
め
の
基
礎
づ

く
り
¥
準
備
段
階
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
疋
¥

こ
れ
か
ら
は
実
行
の
市
政
を
目
指
し
だ
い
。
今

後
も
よ
り
一
層
の
発
想
の
転
換
を
図
り
¥
積
極

果
叡
な
気
持
ち
で
頑
張
っ
て
ほ
し
い
L

と
¥
2
期

目
へ
の
取
り
組
み
を
述
べ
ま
し
だ
。

nノ

一

一
、
大
村
ハ
イ
テ
ク
パ

l
ク
へ
の

一

企
業
誘
致

一

一
、
足
腰
の
強
い
農
業
の
確
立

一
、
大
村
湾
の
浄
化
と
ゴ
ミ
対
策

の
推
進

今
日
、
わ
が
国
は
成
熟
社
会
に

向
か
お
う
と
し
て
お
り
、
技
術
革

新
な
ど
急
速
な
変
革
が
続
く
な
か

で
、
住
み
た
く
な
る
・
住
ん
で
よ

か
っ
た
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
ま
ち

づ
く
り
が
急
務
で
あ
り
ま
す
。

今
後
、
美
し
い
自
然
を
生
か
し
、

花
と
歴
史
と
技
術
の
街
を
目
指
し

て
、
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
皆
様
の
、
絶
大
な
る
ご
支

援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

花
と
歴
史
と
技
術
の
衝
に

り
」
を
め
ざ
し
て
、
全
精
力
を
傾

注
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
の

間
、
皆
様
の
深
い
ご
理
解
に
よ
り
、

本
市
活
性
化
の
基
盤
づ
く
り
が
で

き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら
の
2
期
目

に
向
か
っ
て
は
、
次
の
課
題
ロ
努

力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一
、
花
と
み
ど
り
の
公
園
づ
く
り

一
、
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り

一
、
研
究
学
園
都
市
を
め
ざ
し
て

一
、
大
村
駅
前
の
再
開
発

一
、
空
港
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

() 

仁

前回選挙管理委員長から当選証書を

受ける松本市長

市職員らの出迎えを受け初登斤。(4 /22・市役所)

2 -

2期目を迎え、就任あいさつで職員を前に今後

の市政への取り組みを述べました。



出
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
グ

ー

4
分
団
詰
所
完
成

1

旧
詰
所
は
、
建
物
の
老
朽
化
や

狭
い
道
幅
、
住
宅
の
増
加
に
よ
る

交
通
量
の
増
加
、
出
動
時
の
交
通

事
故
の
恐
れ
、
駐
車
場
の
ス
ペ
ー

ス
が
無
い
な
ど
、
諸
問
題
を
か
か

広報おおむ ら 平成 3年 6月号

春の叙勲

大村から 6氏が受章

平成 3年春の叙勲が決まり、大村から

6人の方が受章されました。

おめでとうございます。

。勲三等旭日中綬章

萩原仁さん(杭出津 1丁目・ 74歳)

広島大学名誉教授
完成した第 4分団詰所

(武部町市道田の平線)

市消防団第4分団 (喜野一正分団

長)の詰所が完成。4月27日、落成

式が行われました。

え
て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
武
部
町
の
市
道
田

の
平
線
沿
い
に
移
転
・
新
築
さ
れ

た
も
の
で
す
。
新
詰
所
は
、
鉄
骨

造
り
2
階
建
て
、

1
階
は
消
防
車

。勲五等瑞宝章

阿部房雄さん(久原 1丁目・ 77歳)

元公立小学校長

大内仁司さん(岩松町・ 70歳)

元国立療養所愛媛病院診療放射線技師

長

庫
、
2
階
は
会
議
室
兼
待
機
室
と

な
っ
て
い
ま
す
。

事

式
に
は
、
井
本
消
防
団
長
を
は

じ
め
浦
田
消
防
署
長
、
松
本
市
長
、

団
員
な
ど
約
加
入
が
出
席
。
神
事

な
ど
で
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

今
後
、
周
辺
地
域
の
皆
さ
ん
に

は
、
出
動
招
集
サ
イ
レ
ン
な
ど
で

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ネ申

ひ
と
口
に
初
年
と
い
う
け
れ
ど

ー
寡
婦
表
彰

l

市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
創
立

お
周
年
を
記
念
し
た
総
会
が
5
月

ロ
目
、
商
工
会
議
所
で
聞
か
れ
、

そ
の
席
上
、
刊
年
も
の
長
い
間
女

子
ひ
と
つ
で
子
供
を
育
て
、
精

一

杯
生
き
ぬ
い
て
こ
ら
れ
た
寡
婦
の

皆
さ
ん
へ
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

。勲六等単光旭日章

松尾茂さん(竹松本町・ 70歳)

県農業機械;商業協同組合理事長

。勲六等瑞宝章

坂本正利さん(宮小路 3丁目.61歳)

元三等陸尉

田原澄夫さん

元三等陸尉

(松並 2丁目・ 61歳)

今
回
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
、

犯
歳
の
老
松
ワ
カ
さ
ん
(
古
町
2

丁
目
)
を
最
高
齢
に
8
人
の
皆
さ

ん
。
松
本
市
長
は
「
こ
れ
か
ら
も

元
気
で
、
幸
せ
な
日
々
を
お
送
り

く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
1
人

ひ
と
り
に
表
彰
状
お
よ
び
記
念
品

を
贈
り
、
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

女
手
一
つ
で
頑
張
っ
た
刊
年
の
労
を
ね

ぎ
ら
つ
て
行
わ
れ
た
寡
婦
表
彰

(
5
/
日
商
工
会
議
所
)

自
覚
新
た
に
新
卒
就
職
者

新社会人としての自覚を新たにした「新卒

就職者激励大会J( 4 /19・商工会議所)

今
春
、
中
学
、
高
校
、
大
学
を

卒
業
し
市
内
の
事
業
所
へ
就
職
さ

れ
た
皆
さ
ん
を
激
励
す
る
「
新
卒

就
職
者
激
励
大
会
L

が
4
月
四
日
、

商
工
会
議
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

設民 れ完区
周 館こま成コ市
Jll グ〉 グ〉し 4 ミカf

整老セた月ユ建

草花与 。背zt西大村本町地区
業に l 、イの

t f l実 ZL史 コミセン完成
て、同 式ン村
、防町 がタ本

国衛の 行|町
の施公 わが地

今
回
仲
間
入
り
を
さ
れ
た
の
は
、

市
外
か
ら
就
職
さ
れ
た
お
人
を
含

め
河
人
。

高
瀬
商
工
会
議
所
会
頭
ら
の
激

励
や
、
永
年
勤
統
従
業
員
代
表
の

喜
野
京
子
さ
ん
の
歓
迎
の
あ
い
さ

つ
の
あ
と
、
新
卒
就
職
者
を
代
表

し
て
、
坂
口
純
さ
ん
が
「
新
社
会

人
と
し
て
自
覚
と
責
任
の
も
と
、

地
元
企
業
で
大
成
で
き
る
よ
う
頑

張
り
た
い
」
と
誓
い
の
こ
と
ば
を

述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
御
前
照
美
氏
に
よ
る
、
「
新

入
社
員
の
心
構
え
に
つ
い
て
」
の

講
話
も
あ
り
、
新
社
会
人
と
し
て

の
自
覚
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

補
助
を
受
け
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

建
物
は
鉄
骨
組
み
木
造
平
屋
建

て
約
1
3
0
平
方
灯
で
、
大
会
議

室
や
和
室
な
ど
も
あ
り
、
今
後
、

町
内
会
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
住
民

な
ど
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

完成した西大村本町地区コミセン

- 3一
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西大村中ブラスバンド

天
正
少
年
帰
国
4
0
0年
祭
を
記
念
し
て
整

備
さ
れ
て
い
だ
「
天
正
夢
広
場
」
ガ
完
成
。

4

月
白
目
、
開
園
式
、ガ
行
わ
れ
ま
し
芝
。

広
場
は
¥
市
立
図
書
館
と
市
民
会
館
の
聞
に

あ
り
¥
百
種
は
約
2
5
0
0
平
方
げ
。

中
央
に
は
、
昨
年
の
天
正
少
年
帰
国
4
0
0

年
事
業
で
建
設
さ
れ
た
「
天
正
夢
時
計
」
が
あ

り
¥
噴
水
や
4
少
年
、ガ
芝
ど
つ
だ
リ
ス
ボ
ン
や

ロ
ー
マ
な
ど
の
絵
タ
イ
ル
な
ど
が
時
計
を
囲
っ

て
い
ま
す
。

ま
だ
、
ケ
ヤ
キ
や
花
ミ
ズ
キ
、
市
花
の
オ
オ

ム
一
フ
ザ
ク
ラ
、
市
木
の
イ
チ
イ
ガ
シ
の
ほ
か
、

芝
、
四
季
折
々
の
花
な
ど
¥
緑
と
花
の
薫
り
が

広
場
を
や
さ
し
く
包
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か、

野
外
ス
テ
ー
ジ
も
あ
り
¥
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
風
イ
メ
ー
ジ
で
劃
ら
れ
だ
天
正
夢
広
場
。

今
後
、
市
民
の
憩
い
の
広
場
と
し
て
親
し
ん
で

い
だ
だ
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

式
に
は
、
松
本
市
長
や
ゴ
ウ
ヴ
工
イ
戸
駐
日

ポ
ル
ト
ガ
ル
大
使
を
は
じ
め
¥
広
場
の
名
ぱ
け

親
¥川
下
健
介
君
¥
多
額
の
浄
財
や
花
木
な
ど
を

寄
贈
し
だ
戸
富
紀
子
さ
ん
や
大
村
北
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
、
佐
世
保
高
女
さ
く
ら
会
大
村
支
部

な
ど
約
ペ
1
0
0
人
ガ
出
席
。

天
正
夢
時
計
の
フ
戸
ン
フ
戸
|
レ
と
と
も
に

一
ア
|
ブ
力
ッ
ト
ガ
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
お
お
む

ら
太
鼓
連
、
西
大
村
中
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
¥
大
村

少
年
合
唱
団
の
演
奏
¥
合
唱
な
ど
で
開
園
を
祝

い
ま
し
だ。

大村少年合唱団
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国民年金

保
便睡
利 E5
な科
門の
崖盟
書躍
で， 
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忙しい包日¥納期のだびにわざわ
ざ金融機関などへお出かけになるの
も大変です。

まだ¥ついうっかりして納期限を
忘れ¥気がついだら未納になってし
まつだ。そんな手間や忘れを口座振
替が解消します。

大村市立鈎稚園では、 5月8白か

ら小学校と同じ給食を食べています。

みんな、給食の時聞が楽しみ。

これで小学校に入っても大丈夫グ

申
し
込
み
手
続
き
は
あ
な
た
の

預
金
口
座
の
あ
る
市
指
定
の
金
融

機
関
へ
納
付
書
、
預
金
通
帳
、
印

か
ん
を
お
持
ち
の
う
え
、
「
口
座
振

替
依
頼
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

次
の
こ
と
に
注
意
を

・
口
座
振
替
は
申
し
込
み
の
翌
月

か
ら
に
な
り
ま
す
。
そ
の
月
の
分

は
、
お
子
持
ち
の
納
付
書
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

・
口
座
の
預
金
が
不
足
し
て
い
ま

す
と
振
替
が
で
き
ま
せ
ん
。

・
転
出
や
取
引
金
融
機
関
の
変
更

な
ど
で
振
替
の
口
座
が
な
く
な
っ

た
り
、
変
っ
た
場
合
は
、
必
ず
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
こ
と
は
保
険
年
金
課
年

金
係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

高額療養費の

自己負担額が60，000円に

医療費の自己負担額が一定額を越えたときに、その越

えた分を高額療養費として払い戻しを受けることができ

ます。これが高額療養費支給制度です。この自己負担限

度額カ可去の改定により、 5月診療分から次のように変わ

りました。 内は住民税非課税世滞

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ

医
療
費
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

ふ
だ
ん
か
ら
お
金
を

出
し
あ
っ
て
み
ん
な

で
助
け
合
う
、
そ
し

て
、
あ
な
た
に
も
助

け
て
も
ら
う
、
そ
れ

が
国
民
健
康
保
険
で

す
。国

保
に
加
入
し
て

い
る
と
、
あ
な
た
が
窓
口
で
支
払

う
の
は
3
割
の
自
己
負
担
分
で
す
。

残
り
の
7
割
は
病
院
か
ら
国
保
へ

請
求
さ
れ
る
し
く
み
に
な

っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
時
の
医
療

費
の
総
額
が
い
く
ら
だ
っ
た
の
か

病
気
や
ケ
ガ
の
、
」
と
な
ん
て
誰

も
考
え
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

で
も
、
「
私
は
絶
対
病
気
し
な
い
」

と
か
「
絶
対
ケ
ガ
な
ど
し
な
い
」

と
は
誰
も
い
い
き
れ
ま
せ
ん
。

「
も
し
も
・
・
」
の
時
の
た
め
に

(1) 一部負担金の支払L、が 1人1か月1つの病院などで

60，000円 (33，600円)を越えた額

(例)支払い医療費が10万円の場合

(2) 世帯合算・・同一世帯で同一診療月の一部負担金が

30，000円 (21，000円)以上の支払いが 2件以上の場合、

その額を合算して60，000円 (33，600円)を越えた額

(例) Aさんの支払医療費 7万円

Bさんの支払医療費 4万円

Aさん+Bさん =11万円(合算)

品額療養費としての払戻し額

40，000円

(66，400円)

自己負担額

60，000円

(33，600円)

の場合

高額療養費としての払戻し額

50，000円

(76，400円)

世帯負担額

60，000円
(33，600円)

を
ご
存
じ
の
方
は
お
そ
ら
く
少
な

い
で
し
ょ
う
。

こ
の
た
め
、
か
か
っ
た
医
療
費

が
い
く
ら
だ
っ
た
の
か
を
お
知
ら

せ
す
る
「
医
療
費
通
知
」
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
が
病
院
で
診
療
を
受
け

た
日
数
・
金
額
な
ど
が
記
録
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
医
療
費
制
度
の

し
く
み
な
ど
に
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
健
康
管
理
に

も
役
立
て
て
い
た
だ
き
、
健
全
な

国
保
運
営
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

今
月
は
3
月
に
か
か
っ
た
医
療

費
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ご
不
明

な
点
・
ご
質
問
・
ご
相
談
な
ど
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
保
険
年
金
課
保
険

玄巾
イ
ー

(3) 多数該当・・同一世帯で 1年間に 4回以上高額に該

当した場合[( 2 )の世帯合算も含む] 4回目以降は、

34，800円 (23，400円)を越えた額が支給されます。

(例)支払医療費 10万円の場合 4回目以降

一 高額療養費としての払戻し額

65，200円

(76，600円)

(4) 人工透析や、血友病などの治療費については、従来

どおり 1万円までの自己負担ですみます。

詳しくは保険年金課保険係へお尋ねください。

自己負担額

34，800円
(23，400円)

5 
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力
回ス

寸
山
登
り
事
故
の
な
い
よ
う
に
/

(
4
/
日
・
黒
木
パ
ス
終
点
前
広
場
)

山
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え

4
月
出
目
、
多
良
山
系

黒
木
登
山
口
の
山
開
き
式
、
ガ
行
わ
れ
ま
し
疋
。

式
に
は
¥
大
村
山
岳
会
、
黒
木
町
内
会
¥
前

田
助
役
¥

一
般
登
山
者
な
ど
約

ω人
ガ
参
列
。

神
事
に
よ
る
安
全
祈
願
や
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
¥
ク

ス
玉
割
り
な
ど
を
行
つ
だ
あ
と
¥
軽
い
足
取
り

で、

目
的
地
の
多
良
岳
を
目
指
し
ま
し
た
。

大
村
山
岳
会
の
池
野
会
長
は
¥
「
自
然
を
大
切

に
し
¥
山
と
体
を
す
こ
や
か
に
そ
し
て
、
事
故

の
な
い
よ
う
に
L

と
あ
い
さ
っ
さ
れ
ま
し
だ
。

ム仲良く遊んでね/
(5/オ・光と緑の園向陽寮ほか)

松本市長は、 5月5日からの児童

福祉週間を前に同マ巳¥光と緑の園

乳児院 ・向陽寮¥大村子供の家を訪

問。「健康で、仲良く遊んでくださし¥..1

と¥砂場道具セット¥自転車、ロー

ラースケートをそれぞれ贈りまし定。

向陽寮では、松本市長の似顔総、

折り紙で、作つ芝首飾りの思わぬプレ

ゼントに市長は大喜び¥「大切にしま

す」とお礼をのべましだ。

kv
環
境
緑
化
に
役
立
っ
て
い
ま
す

(
4
/
臼
・
本
町
戸
|
ケ

l
ド
ほ
か
)

大
村
市
緑
化
推
進
委
員
会
で
は
、
水
源
林
や

森
林
公
園
、
学
校
・
公
園
な
ど
地
域
の
環
境
緑

化
を
推
進
し
よ
う
と
¥

4
月
白
日
の
み
ど
り
の

日
を
前
に
同
何
日
¥
「
緑
の
羽
根
し
募
金
運
動
を

行
い
ま
し
だ
。

商
工
会
議
所
青
年
部
や
萱
瀬
緑
の
少
年
団
、

市
関
係
者
な
ど
の
時
び
か
け
で
多
額
の
募
金
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
だ
、ガ、

募
金
者
に
は
¥
イ
チ
イ

ガ
シ
や
花
苗
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
だ
。

V新弓道場完成
(5/12・市役所横埋立地内〉

市役所横埋立地内、温水プール横に建

設されていた市営弓道場が完成し5月12
日、落成式が行われました。

大村公園敷地内にあった旧道場は、県

の教育センター増設予定地となったのに

伴い、移転することになったものです。

式では、福本教士ワ段による矢渡しゃ、

祝射などて‘新弓道場完成を祝いました。

h
F
盛
大
に
何
周
年

広報おおむら平成 3年 6月号

(5
/
陀
・
市
民
会
館
)

岳
精
流
日
本
吟
院
大
村
岳
精
会
の
創
立
問
周

年
の
記
念
大
会
が

5
月
刊
は
目
、
市
民
会
館
で
盛

大
に
開
か
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
朗
吟
、
華
道
吟
そ
し
て
、
招
待

者
に
よ
る
民
踊
や
太
鼓
、
剣
詩
舞
な
ど
が
披
露

さ
れ
、
日
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

大
村
岳
精
会
は
、
大
村
か
ら
佐
世
保
・
嬉
野
・

佐
賀
ま
で
広
い
範
囲
の
教
場
で
研
さ
ん
さ
れ
て

い
ま
す
。

4
司
太
鼓
も
応
媛
し
た
新
茶
ま
つ
り

(
5
/
3
・
野
岳
湖
周
辺
会
場
)

松
原
地
域
の
地
場
産
業
の
活
性
化
を
図
ろ
う

と
5
月
3
日
か
ら

3
日
間
¥
野
岳
新
茶
ま
つ
り

が
開
か
れ
、
野
岳
湖
周
辺
会
場
は
多
く
の
人
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
芝
。

新
茶
や
包
丁
、
花
木
、
農
産
加
工
田
な
ど
の

展
示
、
即
売
。
ま
芝
、
今
回
は
お
お
む
ら
太
鼓

連
も
応
援
に
か
け
つ
け
、
新
茶
ま
つ
り
を
一
層

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

Partl 

-シリーズ・

柿

一

一

少
尋
凶
口

み
断
弘
迎
田
一
、

で.，
T
L
A
f

附

一

昭和45年 昭和50年 昭和田年 昭和60年 平成 2年

世帯数 14，319 16，247 18，715 20，476 22，，255 
人 口 56，538 60，919 65，538 69，472 73，437 

男 27，234 29，329 31，501 33，319 35，032 
女 29，304 31，590 34，037 36，153 38，405 

大 十す 14，811 16，584 18，548 19，685 20，476 

地
西大村 21，013 22，821 24，070 25，059 26，788 
竹 ;f~ 9，002 10，094 11 ，465 12，879 13，913 

区
キ公 原 2，949 2，926 2，700 2，614 2，476 
福 重 2，691 2，651 2，696 2，923 3，090 
苫』主主 津見 2，267 2，097 2，058 1，992 1，970 

別
主合 田 2，290 2，247 2，334 2，478 2，583 

j甫 1，515 1，499 1，667 1，842 2，141 

鞠磁調島 育里

塚参考2勢多第第稼働

人)(単位

書鞄縄

ゑ勿繍

人口および世帯数推移表

務Z警
4義務2

大
村
市
の
人
口
の
推
移
を
国
勢
調
査
で
み
る
と
、

こ
の
初
年
間
で
1
万
6
、
8
9
9
人

(
1
年
当
り
平

均
8
4
5
人
)
増
加
し
て
い
ま
す
。

平
成
2
年
の
国
勢
調
査
で
は
、
前
回
(
昭
和

ω年
)

に
比
べ
て
3
、

9
6
5
人

(
5
・
7
%
)
増
え
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
県
内
で
最
高
の
人
口
増
加
数
で
す
。

と
く
に
、
古
賀
島
町
、
桜
馬
場
1
丁
目
、
富
の
原
1

・

2
丁
目
、
玖
島
3
丁
目
、
木
場
2
丁
目
な
ど
の
町
で
、

著
し
く
増
え
て
い
ま
す
。

構
成
比
を
み
る
と
、
大
村
、
西
大
村
、
竹
松
の
3

地
区
に
総
人
口
の
初
%
を
越
え
る
人
口
が
集
中
し
て

い
ま
す
。

浦
田
瀬

重

原

三
鈴

萱

福

松

80，000ιーーー
(人)

73，437 

竹

字公

大

西

50，000← 

40，000 rー

l児童手当 l
層畠

現 吾
況雨
眉の

逗璽
ez 
月
中

〆

児
童
手
当
な
ら
び
に
、
特
例
給

付
の
支
給
を
受
け
て
い
る
人
は
、

6
月
中
に
現
況
届
を
提
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
届
け
は
、
所
得
や
養
育
な

ど、

6
月
1
日
現
在
の
状
況
を
確

認
し
、
引
き
続
き
手
当
の
支
給
を

受
け
る
こ
と
が
出
来
る
か
ど
う
か

を
判
断
す
る
大
事
な
手
続
き
で
す
。

も
し
、
こ
の
届
け
を
忘
れ
る
と
、

6
月
以
降
の
手
当
を
受
け
る
こ
と

が
出
来
ま
せ
ん
の
で
必
ず
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

持
っ
て
く
る
も
の

・
印
鑑
・
児

童
手
当
現
況
届
(
受
給
中
の
人
に

は
、
5
月
末
ご
ろ
郵
送
し
ま
す
)
・

厚
生
年
金
(
国
民
年
金
を
除
く
)

の
加
入
者
は
、
事
業
主
発
行
の
年

金
加
入
証
明
書

・
児
童
が
他
市
町

村
に
い
る
場
合
は
、
住
民
票
の
写

し
お
よ
ぴ
、
監
護
申
立
書
・
今
年

1
月
2
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
人

は
、
平
成
3
年
度
(
平
成
2
年
1

月
か
ら
ロ
月
分
)
児
童
手
当
用
所

- 6 

ベ村・一一

50年

大

十す

60年平成 2年55年

30，000t-・ー

0 

昭和45年

20，000t--

10，000・・

得
証
明
書
(
今
年
1
月
1
日
に
居

住
し
て
い
た
市
町
村
で
発
行
し
ま

す。提
出
・
問
い
合
わ
せ

市
民
課
記

録
係

※
別
表
の
日
程
で
、
各
出
張
所
で

も
、
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

現況届提出日程表

月 日 場 所

6月11日(火)
二浦・鈴田・

萱瀬出張所

6月12日(水) 福重 ・松原出張所

6月13日同 竹松出張所

6月14日働 西大村出張所

時間 午前 9時~午後 4時

プ
ロ
、
卓
球
台
な
ど
を
備
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
宝
く
じ
助
成
備
品
と

し
て
、
勤
労
青
少
年
ホ
l
ム
の
利

用
者
に
大
い
に
利
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

勤労青少年ホーム

宝くじ助成備晶

勤
労
青
少
年
ホ
l
ム
で
は
、
自

治
宝
く
じ
の
普
及
事
業
の

一
環
と

す
る
、
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
宝
く
じ
助
成
事
業
で
、
ホ
ー
ム

の
利
用
者
の
教
養
・
文
化
お
よ
ぴ

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
必
要
な
、
ワ
ー

安
全
農
業
し
て
ま
す
か
け

春
の
農
作
業
安
全
月
聞
が
6
月

比
日
ま
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
次
の
点
に
注
意
し
、
安
全
農

業
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う。

O
心
身
と
も
に
健
康
な
状
態
で

o
作
業
服
保
護
具
の
適
正
着
用

O
農
薬
の
取
扱
保
管
に
注
意

0
機
械
の
点
検
整
備
を
確
実
に

O
農
道
ほ
場
の
危
険
個
所
改
修

農
薬

・
肥
料
な
ど
の
散
布
は
、

農
作
物
が
生
育
す
る
に
つ
れ
、
農

薬
肥
料
な
ど
の
散
布
も
必
要
と
な
っ

て
き
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
散
布
な

ど
に
つ
い
て
は
、
天
候
・
周
囲
の

状
況
に
配
慮
し
て
実
施
し
て
く
だ

さ
い
。

- 7 



がhぺすねf

錐
で
も

簡
単
に
/

l
婦
人
健
康
体
操

l

ど
こ
で
も

蜂

ひ

と

み

さ
ん

(
ぬ
鼠
古
賀
島
町
)

観
光
リ
ン
ゴ
圏
在

夢
み
て

ー
リ
ン
ゴ
栽
暦
l

広鰍お釘Uら平成 31(!6!1り

輿崎さ んの家族 (久原 1丁 目)

省
か
ら
優
子
ち
ペ
ん
間
違
さ
ん
四

明
く
ん
問

ン
ミ
さ
ん
刷
、
加
奈
子
ら
ゃ
ん
凶
脅
ち
ゃ
ん
削

略
取
づ
く
り
、
そ
し
て
仲
間
づ

く
り
に
情
熱
を
傾
け
る
峠
さ
ん
。

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
あ
d

札
る
明
る

い
健
胤
女
也
、
そ
し
て
良
き
指
唱

者
で
す
。

今
で
は
、
市
コ
ミ
セ
ン
中
地

区
公
民
館
回
大
村
コ
ミ
セ
ン
、

ポ
ト
場
の
ほ
か
佐
世
保
に
も

出
向
き
桁
持
す
る
令
ど
、
幅
広
い

活
酬
を
さ
札
て
い
ま
す
@

誰
で
む
ど
ニ
で
も
簡
単
に

を
そ
ソ
卜
に
げ
わ
札
て
い
る
蹄

人
岨
縦
体
掛
。
ス
ト
レ

ッ
チ
体
操

か
」
采
軟
体
操
、
そ
し
て
レ
ク

リ
ェ

l
y
ヨ
ン
協
会
に
ら
所
属
す

る
峠
さ
ん
は
レ
ク
や
レ
ク
ダ
ン

ス
な
ど
も

m
Mに
取
り
入
れ
る
な

ど
内
容
も
盟
出
。

今
ま
で
、
腔
M
や
訂
ζ

り
主
ど

で
悩
ん
で
い
た
人
が
泊
っ
た
り
、

ま
た
、
若
返
っ
た
と
在
ん
で
お
句

れ
る
会
r
H
が
多
い
と
か
。

時
き
ん
は
若
い
人
だ
け
で
な

く
出
齢
者
の
方
に
も
陛
肱
づ
く

り
に
問
心
を
持
つ
で
も
」可
お
ワ
と

5
川
よ
リ
、
高
齢
者
を
対
象
と
し

た

「生
き
生
き
崎
山
体
掛
講
座
」

も
指
導
さ
れ
て
い
る
が
将
米
は

年
齢

M
に
問
係
な
く

4
刊
に
什
を

流
し
、
・
0
た
が
い
が
刺
激
し
あ
っ

て
悦
代
交
揃
が
同
れ
る
こ
と
を
円

相
に
し
て
い
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

人
入
甲
山
大
駄
迎
a
F
h

ね
沢
桂
に
ご
迫

結
く
だ
さ
い
.

8 -

大村市腹話術研究会

大
村
市
臨
日
術
研
究
会
は
昨
年

住
れ
に
発
足
し
た
別
恒
2
人

火

性
4
人
向
グ
ル
プ
で
す
。

男
性
は
山
防
職
員
で
‘
職
務
的

一
環
と
し
て
保
育
所
内
同
児
を
片

象
に
火
災
す
防
防
火
忠
判
断
的
普

及
る
と
に
前
刑
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
ポ
ラ
ノ
テ
ィ
ア
出
育

所
町
授
業
な
ど
に
利
用
し
た
い
と

円
聖
望
が
あ
リ
結
成
さ
れ
ま
し
7
3

腹
話
術
と
い
う
の
は
市
名
と
人

ワ
ッ
!
す
ご
い
H

-ーこss自..-
別
年
の
ツ
ツ
ジ
壮
観

形
町
会
話
で
あ
り
い
か
に
人
形

が
話
し
て
い
る
よ
う
に
凡
せ
る
か

が
ポ
イ
ン
ト
で
す
の
で
、
臨
式
呼

唱
に
よ
る
特
時
金
尭
戸
方
法
が
必

要
で
す
。
そ
れ
に
合
せ
て
人
形
拙

作
す
る
と
い
う
生
か
な
か
離
し
い

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が

一
つ
円

台
本
を
覚
え
て
し
ま
ヲ
と
而
円
昧

が
わ
い
て
き
ま
す
。
上
庄
の
こ
つ

は
入
山
で
大
い
に
恥
を
か
き
、
同

を
か
く
、
」
と
で
す
.

い
ま
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
仕
事
な

ど
で
的
制
し
て
い
ま
す
が
、
自
分

は
内
坑
だ
か
ι
り
な
ど
と
mu
っ
て
お

り
れ
る
方
的
、
性
陪
改
普
に
も
効

果
が
あ
リ
ま
す
。
随
時
金

H
証
集

中
で
す
の
で
抗
畦
に
お
立
寄
り
く

だ
さ
い
@

連
輔
先

湖

(E
@
4
1
3
8
大

村
消
防
器
内
)

，牟トー，
向木場町内原口直聴きん方向庭に、樹齢推定 11)0

年、樹高および幅が81Z前怯 Lある大木、 iJ.EJI!';1 ';1ジ
がみごとに咲き誇り、訪れる人や道行く人を楽しませ

ました。

先祖代々か句受け継がれたこのソ ソジ)耳目さんは

今勾、土止めをするため石垣を革き、大切に育ててお

られます。

米年Lきっと、すはりしい花を暁かせることでしょ

う.

野昏湖公園トイレ

- 9 

戸
策

~
一
度
お
立
寄
り
く
だ
さ
い

円
蝕

」

{
D
H
大
村
の
名
所

同
邑
d

』

一
ぷ
叩
き
れ
い
な
ト
イ
レ
完
成

山
川
融
寺
睦
剛
、
中
平
岳
野
岳
湖
公
闘
に
、

析
し
い
ト
イ
レ
が
完
成
し
て
い
ま
す
。

白
部
や
公
同
に
マ
y
チ
す
る
よ
う
に
と

H

本
風
持
風
向
姐
物
と
な
っ
て
お
り
そ
れ
ぞ

れ
に
身
障
名
川
ト
イ
レ
も
ん
偏
さ
れ
て
い
ま
す
.

皆
さ
ん
円
ト
イ
レ
で
す
。
大
事
に
阻
っ
て
く

だ
さ
い
。

旧円融寺庭園トイレ



Rと/

食卓のメニュー
パランスはとれてますか
=食生活改善推進員発足一

「
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の
子
で
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
正
し
い
食
生
活
の
普

及
浸
透
を
図
り
、
地
域
の
健
康
づ
く
り
を

推
進
し
よ
う
と
、
大
村
市
で
初
め
て
の
「
食

生
活
改
善
推
進
員
」
が
設
け
ら
れ
4
月
お

日
、
松
原
出
張
所
で
委
嘱
状
交
付
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
松
原
地
区
の
社
会
福
祉

協
議
会
・
健
康
を
守
る
会
・
婦
人
会
な
ど

が
主
体
と
な
っ
て
お
り
、
推
進
員
に
は
、

同
制
度
の
教
育
な
ど
を
受
け
た
松
原
地
区

の
婦
人
な
ど
初
人
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

食
生
活
に
つ
い
て
の
関
心
が
高
ま

っ
て

い
る
今
日
、
皆
さ
ん
は
、
食
生
活
に
関
す

る
知
識
や
技
術
の
普
及
、
相
談
業
務
、
講

習
会
な
ど
の
活
動
を
行
い
、
赤
ち
ゃ
ん
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
、
健
康
で
明
る
い
家
庭

づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
お
手
伝
い
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

三
種
混
合

11 ~ーへ
『破ジ百
畠フ

言傷ZB
T哩:pmき
5 
固
ま
で
11 

生
後
M
か
月
か
ら
4

該
当
す
る
幼
児

歳
未
満
の
幼
児

日
時

7
月

2
日
ω
i
5
日
働

予
防
接
種

午
後
2
時
i
3
時

場
所
な
ど
詳
し
く
は
、

7
月
号
グ
広

報
お
お
む
ら
。
ま
た
は
環
境
衛
生
課
へ

推進員を代表して、橋口アサエさんに、前田助

役から委嘱状が交付されました。

(4/25・松原出張所)

日
本
脳
炎

該
当
す
る
人

3
歳
i
日
歳

・
初
め
て
受
け
る
人
:
・
1
週
間
か
ら
2
週

間
の
間
隔
で
2
回
接
種
し
、
翌
年
1
回

接
種
を
行
い
ま
す
。

・
追
加
免
疫
の
人
:
・
毎
年
1
回
行
い
ま
す
。

受
け
ら
れ
な
い
人

・
熱
が
あ
る
人
や
栄
養
障
害
の
あ
る
人

・
心
臓
血
管
系
疾
患
、
腎
臓
、
肝
臓
疾
患

の
人

・
1
年
以
内
に
け
い
れ
ん
(
ひ
き
つ
け
)

を
お
こ
し
た
人

・
ア
レ
ル
ギ
ー
を
呈
す
る
恐
れ
が
あ
る
人

.
そ
の
ほ
か
予
防
接
種
を
行
う
こ
と
が
不

適
当
な
状
態
に
あ
る
人

持
っ
て
く
る
も
の
母
子
健
康
手
帳

※
当
日
は
必
ず
体
温
を
計
っ
て
き
て
く
だ

さ
い
。

※
幼
稚
園
、
小
・
中
学
生
は
各
学
校
で
接

種
予
定
で
す
。

日本脳炎予防接種目程表

実施場所 1回目 2回目

市 f支 所 6月18日 6月25日

一』一ヨー i頼 出 張 所 (刈 (刈

西大村 コミセ ン
6月19日 6月26日

j甫 出 張 所
(水) (水)

室合 田 出 張 所

竹 キ公 出 張 所 6月20日 6月27日
福 重 出 張 所 (本) 体)

中地区公民館 6月21日 6月28日
キ公 原 出 張 所 自由 樹

予

防

接

種

※
長
崎
県
は
、
こ
こ
1
1
2
年
流
行
し
て

い
ま
す
の
で
、
追
加
を
受
け
て
い
な
い

人
は
、
な
る
べ
く
基
礎
免
疫
か
ら
や
り

な
お
し
を
し
ま
し
ょ
う
。

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
2
時
か
ら
3
時

ま
で

-
般
@
入
色
、

予
防

を

日
本
脳
炎
は
、

7
月
か
ら
9
月
に
か
け

て
患
者
が
発
生
し
ま
す
。

ま
た
、
適
切
な
治
療
を
受
け
て
も
発
病

者
の
3
分
の
1
は
死
亡
、

3
分
の
l
は
知

能
障
害
、
性
格
変
化
、
運
動
障
害
な
ど
の

後
遺
症
を
残
し
、
治
癒
す
る
人
は
3
分
の

ー
と
い
わ
れ
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

予
防
接
種

3
歳
か
ら
日
歳
の
人
に
つ
い

て
は
、
市
で
接
種
し
ま
す
が
、
こ
れ
以
外

の
人
は
任
意
接
種
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
下
記
病
医
院
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間

6
月
1
日
出
1
7
月
紅
白
附

料
金

有
料

日
本
脳
炎
の
大
敵
寸
蚊
」
の

発
生
防
立
に
努
め
よ
う

- 10一

ま
ず
自
分
の
家
の
周
り
か
ら
始
め
、
町

内

一
斉
駆
除
で
効
果
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

蚊
が
発
生
し
な
い
環
境
づ
く
り

-
溝
、
排
水
路
、
水
溜
り
、
墓
地
の
花
立

て
な
ど
は
常
に
き
れ
い
に
。

-
雑
草
や
や
ぶ
は
刈
り
取
り
ま
し
ょ
う
。

殺
虫
剤
を
育
効
に
使
い
ま
し
ょ
う

市
で
は
、
町
内
単
位
で
購
入
さ
れ
る
場

合
は
一
部
助
成
を
し
、
ま
た
、
煙
霧
消
毒

機
の
貸
し
出
し
も
行

っ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
環
境
衛
生
課
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

日
本
脳
炎
予
防
接
種
実
施
医
療
機
関

上
田
医
院
、

川
本
内
科
医
院
、
近
藤
医
院
、

貞
松
整
形
外
科
病
院
、
田
川
小
児
医
院
、

寺
井
医
院
、
出
口
小
児
科
医
院
、
と
も
な

が
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
中
村
医
院
、
長
崎

医
院
、
野
口
内
科
こ
ど
も
医
院
、
牧
山
医

院
、
桝
本
産
婦
人
科
内
科
医
院
、
松
井
医

院
、
南
野
内
科
消
化
器
科
医
院
、
与
那
城

医

院

、

渡

辺

医

院

(

印

音

順

)

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

-

一
子

育

っ

て

電
話
で
も
、
直
接
、
諏
訪
保
育
園
に
行
一

難

し

い

で

す

ね

か
れ
て
も
結
構
で
す
。

相
談
日
時
月
1
土
曜
日
(
祝
祭
日
除
く
)
一

一
育
児
で
困

っ
て
い
る
お
母
さ
ん
た
ち
の
午
前
8
時
l
午
後
7
時

一

…

相

談

を

お

う

け

し

ま

す

。

宮

(⑩
4
0
7
0
(
諏
訪
保
育
園
内
)
一

一
乳
幼
児
の
健
全
な
発
育
の
た
め
、
お
気

一



母と予の

健康を大切に
二回子保健推進員=

妊
産
婦
や
乳
幼
児
な
ど
、
母
と
子
の
健

康
保
持
お
よ
び
増
進
を
図
る
た
め
、
地
域

に
密
着
し
た
活
動
を
行
お
う
と
い
う
の
が

「
母
子
保
健
推
進
員
」
。

こ
の
推
進
員
へ
の
委
嘱
状
交
付
式
が
4

月
M
日
、
市
コ
ミ
セ
ン
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

竹
松
小
・
富
の
原
小
校
区

放
課
後
の
学
童
保
育

児
童
を
ほ
し
ゅ
う

広報おおむら平成 3年 6月号

児
童
の
下
校
後
の
健
全
育
成
を
目
的
と

し
、
異
年
齢
集
団
の
中
で
社
会
性
、
協
調

性
を
身
に
つ
け
さ
せ
ま
す
。

対
象
小
学
校
低
学
年

時
間

下
校
後
1
午
後
5
時
初
分

場
所
春
、
夏
、
冬
休
み
:
・
竹
松
幼
稚
園

・
放
課
後
・
:
大
川
田
町
西
部
漬
物
裏
(
学

童
保
育
)

問
い
合
わ
せ
大
村
学
童
保
育
に
ん
じ
ん

ク
ラ
ブ
父
母
の
会
(
宮
@
3
0
7
7
井
出
、

宮
(⑪
0
2
0
6
中
添
)

推進員を代表して山口好子さんに、前田

助役より委嘱状が交付されました。

(4/24・市コミセン)

推
進
員
に
な
ら
れ
た
の
は
、
助
産
婦
や

保
健
婦
、

看
護
婦
、

民
生
委
員
お
よ
び
母

子
保
健
に
熱
意
を
持
つ
印
人
の
皆
さ
ん
。

今
後
2
年
間
、
各
家
庭
を
訪
問
し
、
妊
婦

や
乳
幼
児
の
健
康
相
談
、
健
康
診
査
へ
の

受
診
を
す
す
め
た
り
、
諸
施
策
等
へ
の
助

言

・
指
導
な
ど
を
行
い
ま
す
。

明日の親のための学級〈妊婦教室〉
新婚さん、妊婦さん、これから結婚される皆さんを対象に

した内容です。お気軽にご参加ください。これからお父さん

になる方々の参加を歓迎します。

主催中央公民館共催環境衛生課

会場 市コミセン

申込方法 電話またはハガキで、中央公民館へ

(〒 856 幸町25-33 市コミセン内包⑪ 31 6 1 ) 

募集人員 3 0人受講料無料

そして・・・」「一人から二人ヘ、

言す 麻麻しない月ま し

んの 幼児 麻のでんし 幼児る r( J u 

種J防且けたを又f 妄ー に 生f最・ Id: かし

か日か |つカ、 "-'" 

こさ?予
y 

と 72 防
グ〉 グ〉 カミ

接

問い 号 按種※ド詳医などし元 な t平一1司~合わ の 1い8 ~手~
せ 臣報お、 か月 1ifIi ・

をら か

ごいこ 月ま

覧アさくこ と では:グ〉

5 幼j1 日し

い月。

ヌ
審
議
声
・
葬
品
解
多
売
の

援
弘
芳
広
?
を
4
夢

aFし
て
い
ま
す

保
護
者
な
ど
が
災
害
ま
た
は
交
通
事
故

が
原
因
で
死
亡
し
た
方
や
、
著
し
い
後
遺

障
害
の
た
め
に
働
け
な
く
な
っ
た
家
庭
の

子
供
さ
ん
で
、
経
済
的
な
理
由
で
修
学
が

困
難
な
場
合
に
学
資
が
貸
与
さ
れ
ま
す
。

対
象
は
高
校
生
と
大
学
生
で
、
貸
与
さ

5 千進 閉ま れ
8 代め いす た
1 回る合。学
i区会わ 資
2 永倒 せ は
2 田交 卒
7 町通災 業
1 1遺害後

1児遺返
11育児還
1英のし
28会高て
宮 ( 校 い
03東進た
1京学だ
3 者~をき

講座内容および日程表

回 月日(曜日) 時間 内 行~ιモJ、-‘ 講 師

6月 5日
13・ 00 O初めての母親となる心得 社会教育主事

l 品 O妊娠中の保健 保健婦
(水)

16 : 00 O映画「生命の創造」

13 : 00 0育児(育児用品のそろえ方 保健婦

2 
6月12日 ι 赤ちゃんの入浴のさせ方実習

体) 16 : 00 0映画「すばらしい母礼」

O乳房の子当て

6月19日
9 : 30 O妊娠中の栄養のとり方 栄養士

3 4 O貧血食の実習
休)

12・ 00 (材料費300円)

6月26日
13 : 00 O妊婦と歯の健康 歯科医師

4 
(水)

3 O歯のブラ ッシング指導 歯科衛生士

16 : 00 

6月28日
18 : 30 O子育て、親の役割 学識経験者

5 品 Oフィルムフォーラム「生命の創造」 保健婦
幽

20 : 30 O入浴のさせ方実習f_お父さんのために-J

7月 2日
13 : 00 O安産のための (補助動作妊婦体 保健婦

6 ι 操の実習)ω 
16 : 00 O産後の保健

7月 9日
13 : 00 o女性の生き方 元学校教諭

7 G O絵本の読み聞かせについて 保健婦
()く)

16 : 00 O家庭の幸せのために(家族計画)

健康テレホふサービス
8③4646まだは0958⑧5511 

月 高血圧と運動
6 

火 美容整形の注意
月
の 水 児童の心臓検診

ア 木 円形脱毛症

金 歯がしみる(象牙質知覚過敏症)マ
土日 老人の婦人病

学
童
保
育
の

指
導
買
を

募
集
し
て
い
ま
す

場
所
・
さ
く
ら
ん
ぼ
ク
ラ
ブ

(
中
央
・

西
大
村
小
校
区
)

-
Cん
じ
ん
ク
ラ
ブ
(
竹
松
小
校
区
)

連
絡
先

・
さ
く
ら
ん
ぽ
ク
ラ
ブ
(
昼
宮
@
3
3
3

9
、
夜
宮
@
7
0
3
5
平
山
)

・
に
ん
じ
ん
ク
ラ
ブ
(
夜
宮
(
⑪
2
8
6
0

浜
田
)

11 



水のない生活って

考えられないね.グ

水
道
は
、
私
た
ち
の
健
康
で
文

化
的
な
日
常
生
活
を
支
え
る
最
も

重
要
な
施
設
で
あ
り
、
地
域
社
会

の
発
展
に
重
要
な
役
割
を
果
し
て

い
ま
す
。

近
年
、
生
活
様
式
が
多
様
化
す

る
に
従
っ
て
水
需
要
が
増
大
し
、

こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
市
で
も

第
9
回
拡
張
工
事
な
ど
を
行
い
、

施
設
の
整
備
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

全
国
水
道
週
間
を
機
に
、
水
道

に
つ
い
て
理
解
と
関
心
を
高
め
、

無
駄
な
く
大
切
に
使
う
よ
う
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
浄
水
場
施
設
見
学
ご
希

望
の
方
は
、
水
道
部
管
理
係
(
宮

@
1
1
1
1
)
ま
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

大
村
さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン
大
会
成
績

第
日
回
大
村
さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
4
月
お
日
、
市
役
所
横
埋

立
地
内
道
路
を
会
場
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

参
加
者
は
、
小
学
生
か
ら
一
般

ま
で
約
1
4
5
0
人
。
そ
れ
ぞ
れ

の
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
1
位
の
み

・
敬
称
略
)

・
小
1
・
:
明
松
本
倫
和
(
大
小
)
、

出
高
藤
由
紀
子
(
竹
小
)

・
小
2
:
・倒
山
崎
俊
介
(
滑
石
小
)、

出
丸
田
華
与
子
(
鈴
小
)

・
小
3
:
・働
本
村
俊

一
郎
(
時
津

空

手

巣

ね

ら

い
ν

に
ご
用
心

オ
ー
ト
バ
イ
め
盗
難

市
内
で
の
空
き
巣
ね
ら
い
が
横

行
し
て
い
ま
す
。
外
出
す
る
時
は
、

必
ず
戸
締
り
を
し
て
カ
ギ
を
か
け

る
習
慣
を
身
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
隣
近
所
へ

一
声
か
け
て
出

小
)
、
出
山
口
め
ぐ
み
(
放
小
)

・
小
4
:
・
伺
山
本
大
輔
(
鈴
小
)
、

制
森
美
代
子
(
竹
小
)

・
小
5
・
:
働
福
田
賢
二

(
旭
小
)
、

出
本
村
沙
織
(
時
津
小
)

・
小
6
:
・
倒
永
野
陽
介
(
旭
小
)
、

制
柴
田
美
樹
(
放
小
)

・
中
学
:
・細川荒
川
雅
明
(
郡
中
3
)

.
中
学
以
上
全
女
子
:
・久
保
奈
津

子

(
郡
中
3
)

・
高
校

・
一
般
男
子・
:
野
口
康
之

(
九
州
電
通
)

・
健
康
マ
ラ
ソ
ン
:
・
倒
東
川
義
範

(不
動
技
研
)
、
樹
木
場
美
穂
子
(
久

原
2
丁
目
)

か
け
る
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

バ
イ
ク
の
盗
難
も
多
発
し
て
い

ま
す
。
昨
年
も
1
3
6
台
が
盗
ま

れ
て
お
り
、
そ
の
多
く
は
深
夜
に

狙
わ
れ
て
い
ま
す
。

。
ハ
ン
ド
ル

ロ
ッ
ク
を
か
け
て

か
ら

エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を
は
ず
し
ま

し
ょ
、
7
0

オートノ可イ盗難被害台数
);>ur 

(古 133136

平
成
2
年

平
成
元
年

昭
和
臼
年

昭
和
白
年

昭
和
日
年

100 

男
女
雇
用
機
会
均
等

月
間
講
演
会

日
時

6
月
日
日
閃
、
午
後
1
時

初
分
(
参
加
料
無
料
)

場
所

セ
ン
ト
ヒ
ル
長
崎

(
長
崎

市
筑
後
町
)

内

容

・

「
変
わ
る
働
く
形

・
男

女
共
生
時
代
の
仕
事
を
考
え
る
」

日
本
経
済
新
聞
社
・
鹿
嶋
敬
氏

・
「
家
内
が
い
な
く
な
る
時
」

長
崎
大
学

・
山
口
康
子
教
授

申
し
込
み

県
労
政
福
祉
課

求人・求職の皆さんヘ

軽作業
何でも OK!

雑役

求
職
さ
れ
て
い
る
方
へ

大
村
市
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介

所
で
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、

老
後
の
生
活
を
明
る
く
楽
し
く
健

康
で
過
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
年

齢
に
あ

っ
た
仕
事
の
紹
介

・
あ
っ

旋
を
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方

は
気
軽
に
ご
来
所
く
だ
さ
い
。

求
人
さ
れ
て
い
る
方
へ

ま
た
、
現
在
多
く
の
健
康
な
お

年
寄
り
が
働
く
職
場
を
き
が
し
て

お
ら
れ
ま
す
。
高
齢
者
に
適
す
る

仕
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
臨
時
、

川

l
ト
に
か
か
わ
ら
ず
お
申
し
つ

け
く
だ
さ
い
。

仕
事
内
容

軽
作
業
、
雑
役
(
草

と
り

・
庭
木
の
せ
ん
定

・
掃
除

・

洗
濯

・
付
添
い

・
子
守
な
ど
て

一

般
事
務
、
留
守
番
、
倉
庫
番
、
宿

直
、
夜
警
、
集
金
、
自
動
車
運
転

手
品
、

，eu
カ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
村
市
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所

(西
三
城
町
8
社
会
福
祉
協
議
会

内
包
@
7
8
9
2
・:
直
通
、
ま
た

は、

宮
@
1
3
5
1
内
線
お
)

-12-

無
事
故
優
良
運
転
者
を
表
彰
し
ま
す

県
表
彰

免
許
取
得
後
、

平
成

3

年
7
月
末
現
在
で
初
年
以
上
、
初

年
以
上
で
、
市
表
彰
を
受
け
て
い

る
人
(
自
動
二
輪
免
許
以
上
)

市
表
彰

免
許
取
得
後
、
平
成
3

年
7
月
末
現
在
で
初
年
、
お
年
、

初
年
、
日
年
、
叩
年
以
上
の
人
(
免

許
の
種
類
は
問
い
ま
せ
ん
)

申
請
資
格

交
通
安
全
協
会
々
員

で
、
免
許
取
得
後
継
続
し
て
車
両

の
運
転
に
従
事
し
、
自
己
の
責
任

に
よ
る
交
通
事
故
歴
が
過
去
叩
年

以
上
な
く
、
か
つ
、
交
通
違
反
(
反

則
を
含
む
)
そ
の
他
罰
金
以
上
の

刑
に
当
る
犯
罪
行
為
が
7
月
末
現

在
で
、
過
去
5
年
以
上
な
い
人

申
請
期
限

7
月
6
日
出

提
出
書
類

表
彰
上
申
書
、
無
事

故
無
違
反
証
明
書
(
自
動
車
安
全

運
転
セ
ン
タ
ー
発
行
の
も
の
)

た
だ
し
、

7
月
6
日
出
ま
で
に

表
彰
上
申
書
を
交
通
安
全
協
会
に

提
出
さ
れ
た
人
に
つ
い
て
は
、
無

事
故
無
違
反
証
明
書
の
交
付
手
続

き
を
協
会
に
お
い
て
代
行
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
交
通
安
全
協
会

(
宮

@
9
8
8
9
)



消
防
設
備
士
試
験

試
験
の
種
類
甲
種
・
乙
種

試
験
日
時
8
月
日
日
旬
、
午
前

日
時

場
所

・
長
崎
市
・
:
県
立
女
子
短
期
大
学

.
佐
世
保
市
・
:
県
立
佐
世
保
工
業

高
校

願
書
受
付

6
月
刊
日
側
i
m
日

働
(
願
書
は
大
村
消
防
署
に
あ
り

ま
す
)

※
詳
し
く
は
、
大
村
消
防
署
(
宮

@
4
1
3
8
)

へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

広報おおむら平成 3年 6月号

第竹田氏輔倉目録

壁
一
昌
宏
一
小
{
巨
(
大
卒
)

採
用
試
験

資

格

昭

和

ω年
4
月
2
日
i
何

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男

子
で
、

4
年
制
大
学
卒
業
見
込
み

お
よ
び
卒
業
者

申
込
期
限

6
月
日
日
出

一
次
試
験

7
月
お
日
制

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
最
寄

り
の
警
察
署
・
派
出
所
・
駐
在
所

防
衛
庁
職
員
採
用
試
験

l
大
学
卒
業
程
度

l

。I
種
試
験
(
上
級
)

資
格
昭
和
お
年
4
月
2
日
1
必

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人
(
学
歴

は
問
い
ま
せ
ん
)

。H
種
試
験
(
中
級
)

資
格
①
昭
和
幻
年
4
月
2
日
1

日
目
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人
(
学

歴
は
問
い
ま
せ
ん
)

②
昭
和
何
年
4
月
2
日
以
降
生
ま

れ
た
人
で
、
学
校
教
育
法
に
規
定

す
る
短
期
大
学
ま
た
は
、
高
等
専

門
学
校
を
卒
業
し
た
人
お
よ
び
来

3
月
卒
業
見
込
み
の
人

③
防
衛
庁
が
②
と
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る
人

申
込
期
限
6
月
4
日

ω

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
岡
防
衛
施
設
局
総
務
課
人
事
係

(一

T
m福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東

2
m
7
8
0
9
2
・4
7
2
・

2
3
2
1
)
 

Cミコ

調
理
師
試
験

期
日

7
月
お
日
制

場
所
長
崎
市
・
佐
世
保
市

申
込
期
間

6
月
3
日
側
1
7
日

働申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
村
保
健
所
予
防
課
(
包
@
2
1

9
3
)
 

※
願
書
は
、
保
健
所
に
あ
り
ま
す
。

狩
猟
者
適
性
検
査

日
時
お
よ
び
場
所

・
7
月
白
日
附
・

8
月
1
日
同
・

2
日
働
:
・
長
崎
県
県
北
会
館
(
佐

世
保
市
)

-
8
月
6
日

ω・
7
日
附
・
:
諌
早

文
化
会
館
(
諌
早
市
)

-
8
月
却
日
制
・
初
日
働
・
:
長
崎

県
勤
労
福
祉
会
館
(
長
崎
市
)

日時 6月9日(日)、午後I時30分開演

場所 市民会館

入場料 300円

出場団体 玖島・大村・西大村・桜

が原各中学校、大村高校、大村看護

高等専修学校、大村少年合唱団、大

村グリーンコーラス、カトレアコー

ラス、大村混声合唱団、ダ・カーポ、

コールあじさい、中学校OBコーラ

スなど

主催市音楽団体協議会

問い合わせ社会教育課

視聴覚ライフ、ラリー

市民映画

6
月
日
日
働
1
8
月

申
込
期
間

日
日
同

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
長
崎

県
自
然
保
護
課
(
宮
長
崎
⑫
1
1

1
1
)
 

日
間
ミ
リ
映
写
機

操
作
講
習
会

受
講
者
に
は
、
県
教
育
委
員
会

よ
り
「
操
作
認
定
証
」
が
交
付
さ

れ
、
映
写
機
や
フ
ィ
ル
ム
を
無
料

で
利
用
で
き
ま
す
。

日
時
6
月
初
日
附

-
U
日
嗣
・

7
月
刊
日
側

午
後
6
時
初
分
1
9
時
却
分

定

員

初

人

受
講
料
無
料

申
し
込
み
電
話
で
市
コ
ミ
セ
ン

(宮
@
3
1
6
1
)
ま
で
。

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り

ま
す
。

6月8日(土)、午後2時.......，3時

西大村コミセン入場無料
く題名〉

・草原の子テングリ

(アニメーション21分〉
・アンパンマンとばいきんまん

(戸二メーション10分〉
・わがままな巨人

(アニメーション27分〉

長
崎
ス
カ
イ
タ
ワ
ー

再
オ
ー
プ
ン

旅
博
で
人
気
を
博
し
た
長
崎
ス

カ
イ
タ
ワ
ー
が
旅
博
会
場
跡
の
松

が
枝
に
再
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

料
金

6
0
0
円
(
大
人
子
供
同

額
)

営
業
時
間
午
前
9
時
か
ら

※
開
業
時
間
は
、
月
お
よ
び
時
期

な
ど
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
県
企
画
課

(
8
0

9
5
8
⑫
2
0
8
3
)
 

お米は知事の許司を
受けてないと¥販売
できません。
問い合わせ県農産課または、長崎食糧事務所

13一



読
書
感
想

文
集
が
で
き
ま
し
た

図
書
館
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
募

集
し
た
読
書
感
想
文
・
読
書
体
験

記
の
文
集
を
作
り
ま
し
た
。

な
お
、
あ
わ
せ
て
大
村
市
児
童

読
書
感
想
発
表
大
会
の
発
表
者
の

原
稿
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
に
は
無
料
で
さ
し

あ
げ
ま
す
。

配
布
・
問
い
合
わ
せ
市
立
図
書

館

(

岱

@
2
4
5
7
)

469F野岳湖キャふブ場
~申し込み(36月20日~

ドイツ人が見た元禄時代

ケンペル展

本
展
覧
会
は
、
ケ
ン
ペ
ル
来
日

3
0
0
年
を
記
念
し
て
開
催
す
る

も
の
で
す
。

ケ
ン
ペ
ル
の
目
を
通
し
て
見
た

元
禄
時
代
の
日
本
・
ヨ
ー
ロ

ッパ

の
様
子
を
、
大
英
博
物
館
・
大
英

図
書
館
か
ら
日
本
で
は
未
公
開
の

-
歴
史
資
料
な
ど
を
借
用
し
て
紹
介

苧
す
る
も
の
で
す
。

量
虐
M
J一

野岳湖キャンプ場のア¥8月分の申し込み
は 6月20日(木)~22日(主)までです。

※土曜¥日曜の申し込みが多い場合は6月24
臼伺)に抽選します。

申し込み商工観光課(内線242)

寸
お
り
、
か
み
で

あ
そ
ほ
う
L

教

室h

会

期

6

月

7
日
働
i
m
日
制

(
月
曜
日
休
館
)

会
場
県
立
美
術
博
物
館
(
立
山

町
)

観
覧
料

一
般
・
:
5
0
0
円
、
高
・

大
生
・
:
4
0
0
円
、
小
・
中
生
:
・

3
0
0
円

観
覧
時
間

土
エ
リ

中
地
区
公
民
館
で
は
、
2
か
月

に
一
度
「
お
り
が
み
で
あ
そ
ほ
う
」

と
い
う
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。

参
加
料
は
無
料
で
す
。
自
由
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

期
日

6
月
日
日
出

時
間

午
後
1
時
叩
分
か
ら

問
い
合
わ
せ
中
地
区
公
民
館

(
宮

@
1
3
7
6
)

内
容
雨
で
す
什
お
た
ま
じ
ゃ

く
し
は
カ
エ
ル
の
子

午
前
9
時
1
午
後
5

、
ー町、

種別 住宅名 戸数 間取り 家賃(月額・円)

城 l 3DK 25，200 

東 諏 訪 l 3K 23，200 

種
竹 キ公 2 3K 12，000 

久原第二 l 3DK 21，200 

坂 口 1 2K 5，100 

駅 目IJ 1 2K 6，500 

2 旭 l 2K 6，500 

種 t 松 1 2 K 6，700 

田 2 2K-3K 7，800-8，400 

原口アノfート 1 3DK 20，500 

古 カ貝ロ 島 3DK 25，000 

市営住宅入居者募集

申込期間 6月 5 日(水)~12日郎)

申し込み・問い合わせ 建築課住宅係

※収入などに制限ガあります。

に
ん
じ
ん
グ
ル
ー
プ

(
料
理
教
室
)

お
菓
子
か
ら
家
庭
料
理
、
中
華

ま
で
幅
広
く
楽
し
く
学
習
し
ま
せ

ん
か
。
夜
の
教
室
で
す
。

定
例
日
毎
月
第
2
・

4
水
曜
日
、

午
後
7
時
1
9
時

会
費
月
2
千
円
(
材
料
込
み
)

場
所
中
地
区
公
民
館

申
し
込
み
富
永
(
宮
(
⑪
4
0
8

2
)
 

引
世
料
〆
ド
向
・げて、

ニ
れ
ず
り
の
高
僻
者
の

多
き
ガ
を
さ
ぐ
る

高
齢
者
大
学
受
講
生

期
間

6
月
幻
日
側
i
平
成
4
年

2
月
幻
側
、
毎
月
第
4
木
曜
日

時

間

午

後

1
時
初
分
1
3
時

ω

分場
所
市
コ
ミ
セ
ン
ほ
か

学
習
内
容
身
近
な
法
律
・
世
界

情
勢
・
健
康
・
家
庭
内
の
人
間
関

係
・
郷
土
づ
く
り
・
高
齢
者
の
社

会
的
役
割
な
ど
の
学
習
、
研
修
旅

大
村
ギ
タ

l
合
奏
団

ギ
タ
l
初
級
講
座

受
講
者

ー 14-

ク
ラ
シ
ッ
ク
・
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
-

ホ
ー
ム
ソ
ン
グ
・
ニ
ュ

l
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ほ
か
、
名
曲
を
教
材
に
楽

し
く
レ
ッ
ス
ン
/
・

期
間

6
月
7
日
働
よ
り
3
か
月
、

毎
週
金
曜
日
、
午
後
7
時
よ
り

場
所
市
コ
ミ
セ
ン

講
師
山
下
亨
先
生
ほ
か

問
い
合
わ
せ
大
村
ギ
タ
l
合
奏

団

(

宮

@
0
3
2
8
高
階
)

一丁
ま
か

対
象

ω歳
以
上
の
人

定

員

1

0

0
人

受
講
料
無
料
(
た
だ
し
、
教
材

費
な
ど
は
実
費
)

※
運
営
費
と
し
て
年
間
1
0
0
0

円
を
集
め
ま
す

申
込
期
限
6
月
U
日
働
必
着

申
込
方
法
往
復
ハ
ガ
キ
に
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話

番
号
を
明
記
し
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
市
コ

ミ
セ
ン
(
幸
町
お
l
お
高
齢
者
大

学
係
)



日
本
育
英
会

高
等
学
校
奨
学
生

。
日
本
育
英
会

日
本
育
英
会
法

に
基
づ

い
て
設
立
さ
れ
た
国
の
機

関
で
す
。

資

格

・

高
等
学
校
奨
学
生
:
・高

校
全
学
年

・
高
校
予
約
奨
学
生
:
・
中
学
3
年

生
※
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
学
力

・
家

計
の
基
準
が
あ
り
ま
す
。

奨
学
金
月
額

・
公
立
高
校

1
年生・・・
1
万
2
千
円

2
年
生
以
上
・
・
・
1
万
1
千
円

.
私
立
高
校

1
年
生
・・・2
万
4
千
円

2
年
生
以
上
・・・
2
万
3
千
円

返
還
方
法

返
還
は
社
会
へ
出
て

か
ら
、
無
利
息
で
長
期
返
還

申
し
込
み

在
籍
す
る
高
校
・
中

学
の
ク
ラ
ス
担
任
へ

締
め
切
り

各
学
校
で
随
意
決
定

し
て
い
ま
す
の
で
確
認
し
て
く
だ

支』い
。

※
詳
し
く
は
、
日
本
育
英
会
長
崎

県
支
部

(2
0
9
5
8
⑫
0
6

6
6
県
庁
内
)
へ
お
尋
ね
く
だ

支」い。

わ
く
わ
く
!
ど
き
ど
き
り

パ
ソ
コ
ン
講
座
受
講
者

初
心
者
向
け
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

で
、
ワ
ー
プ
ロ
、
表
計
算
、
プ

ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
の
入
門
か
ら
活
用
ま

で
を
学
習
し
ま
す
。

期
間

6
月
下
旬
か
ら
日
回
、
週

2
回
(
火

・
金
曜
日
)

ご
寄
寸{

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
好
意

。
香
典
返
し

広報おおむら平成 3年 6月号

松
原
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

マ
小
林
博
己

(野
岳
町
)
放
送
設

備
叩
万
円
相
当

社
会
福
祉
基
金
ヘ

マ
井
川
俊
男
(
乾
馬
場
町
)

円社
会
福
祉
協
議
会
へ

5
万

(
敬
称
略
)

マ
山
口
正
昭
(
弥
勅
寺
町
)
3
万

円マ
松
本
ひ
と
み
(
諌
早
市
栗
面
町
)

2
万
円

マ
亀
山
チ
ヨ
(
大
川
田
町
)
5
万

円マ
坂
田
美
和
(
杭
出
津
3
丁
目
)

初
万
円

マ
杉
本
ハ
ツ

エ

(
赤
佐
古
町
)
叩

時
間

午
後
7
時
1
9
時

場
所

大
村
工
業
高
等
学
校

講
師

大
村
工
業
高
校
教
諭

対
象

成
人
初
人
(
抽
選
)

※
最
後
ま
で
受
講
で
き
る
人
、
今

ま
で
受
講
し
て
い
な
い
人

資
料
代

1
0
0
0
円

申
込
方
法

電
話
で
社
会
教
育
課

(
内
線
3
6
8
)
へ
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込
期
限

6
月
7
日
働

抽
選
日
・
場
所

6
月
日
日

ω、

午
後
6
時
初
分
か
ら
市
コ
ミ
セ
ン

※
代
理
人
の
抽
選
は
認
め
ま
せ
ん
。

叫べ一一一

万
円

。
一
般
寄
付

大
村
小
学
校
ヘ

マ
藤
原
正
彦
(
杭
出
津
2
丁
目
)

演
台
花
台

一
式
お
万
円
相
当

マ
久
松
喜
美
子

(
片
町
)
書
架
日

万
円
相
当

放
虎
原
幼
稚
園
へ

マ
放
虎
原
幼
稚
園
P
T
A
l
保
育

備
品
ほ
か
お
万
円
相
当

萱
瀬
小
学
校
ヘ

マ
査
瀬
小
P
T
A
HH長
机
4
脚
5

万
4
千
円
相
当

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
旗

ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

参
加
資
格

小
・
中
・

高
校
生
を

除
く

一
般
チ
l
ム
(
ク
ラ
ブ

・
職

場

・
町
内
会
な
ど
)

期
日

6
月
初
日
日

場
所

市
営
野
球
場
ほ
か

参
加
料

1
チ
l
ム
4
0
0
0
円

申
込
期
限

6
月
初
日
同

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

(
宮

@

4
1
7
8
)

片
岡

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生

1
7
月
コ
ー
ス
ー

内

容

・

第
二
種
電
気
工
事
士
受

験
準
備
講
習

(実
技
)

清
和
国
ヘ

マ
親
奉
会
(
森
安
太
郎
・
岩
井
勝

・

末
長
辰
夫
・
田
尻
義
彦
)
理
容
奉

仕マ
大
谷
由
隆
(
長
崎
市
塩
浜
町
)

ハ
ー
モ

ニ
カ
演
奏
慰
問

マ
大
村
園
芸
高
校
生
活
科
3
年
口

人
HH清
掃
奉
仕

社
会
福
祉
基
金
へ

マ
斉
藤
雅
子
(
杭
出
津
)

1
万
円

鈴
田
の
里
学
園
へ

マ
福
重
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

1

3
万
円

-
消
防
設
備
士
受
験
準
備
講
習
(甲

種
第
4
類
)

・
L
P
ガ
ス
設
備
士
受
験
準
備
講

習

(学
科
)

・
足
場
組
立
解
体
等
作
業
主
任
者

講
習

・
デ
ジ
タ
ル

I
C
入
門

・
ロ
l
タ
ス

1
・
2
・
3
(初
級
)

.
工
作
機
械
取
扱
い
基
礎
コ
ー
ス

.
P
O
P
広
告
入
門

申
込
期
限

6
月
初
日
附

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー

(
諌
早

市
小
船
越
町
宮
⑫
2
7
2
1
)

な
が
さ
き
グ
若
い
芽
d

の
コ
ン
サ
ー
ト
出
場
者

部
門

声
楽

・
ピ
ア
ノ

・
管
楽
器

・

弦
楽
器

・
ギ
タ
l

出
場
資
格

県
内
在
住
の
小
(
4

マ
赤
田
み
ち
よ
(
野
田
町
)
梅
の
木

マ
イ
チ
ノ
セ
オ
l
ト
サ
ー
ビ
ス
ー

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ

ザ
l
売
上
金
5
万

5
千
7
3
1
円

泉
の
里
ヘ

マ
永
測
ま
ん
じ
ゅ
う
本
舗
HHま
ん

じ
ゅ
う

マ
花
田
美
子

大
] 11 
田
岡I

て
ま

マ
北
島
セ
イ
子
(
竹
松
町
)
布

マ
藤
崎
鶴
松
(
三
城
町
)
野
菜

マ
為
永
葬
儀
社
HH
ハ
ン
カ
チ

マ
合
六
シ
ゲ
ノ

(植
松
住
宅
)
ア

ン
マ
機

年
生
以
上
)

・
中

・
高
校
生
た
だ

し
、
既
に

コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
し

た
人
は
、
そ
の
出
演
時
の
校
種
に

在
学
す
る
聞
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

8
月
7
日
附

・

8
日
制
、
N
B
C
ビ
デ
オ
ホ
l
ル

コ
ン
サ
ー
ト

8
月
初
日
働

長
崎
市
民
会
館
文
化
ホ
l
ル

※
詳
細
は
、
県
教
育
庁
文
化
課
へ

屋
外
広
告
物コ

ン
ク
ー
ル

課
題

①
ゆ
と
り
の
あ
る
住
生
活

②
の
び
の
び
少
年
デ
l

応
募
期
限

6
月
6
日
同

※
応
募
要
領
な
ど
詳
し
く
は
、
長

崎
県
屋
外
広
告
美
術
協
同
組
合

事
務
局

(宮
0
9
5
8
③
3
1

9
9
)

へ

マ
鈴
木

・
和
田

・
好
田

・
平

・
井

手
理
容
院

l
散
髪
奉
仕

慈
恵
荘
へ

マ
出
口
ウ
タ
(
小
路
口
町
)
野
菜

マ
永
湖
ま
ん
じ
ゅ
う
本
舗

l
ま
ん

ド
レ
ゆ
、
っ

マ
長
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学

園

1
慰
問

マ
国
立
長
崎
中
央
病
院
付
属
看
護

学
生

l
慰
問

マ
長
崎
純
心
短
期
大
学

1
慰
問

マ
ニュ
1
モ
ラ
ル

l
慰
問

大
村
子
供
の
家
へ

マ
赤
水
清
春

(
本
町
)

- 15 --

1
万
円



6
月
は
、

市
県
民
税

の
納
期
で
す
。

(
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
〉

(
q
期〉

2日 当番医 16日 当番医

(日)
(内・呼)ともなが内科ク リニック 杭出津2丁目 ft@5000 (日)

(胃・内)津田胃腸科内科医院小路口本町宮@ 1 507 

(耳)海江田医院東本町宮(@3329 (眼)みね眼科東本町宮⑪ 3011 

1 8(日刈安産教室~ラマーズ法を練習しまし ょう~ 乳却児健康相談萱瀬出張所 ⑧ 9: 30-11 : 00 

3日 市役所 9 : 30-11 : 00 ⑧ 9 30まで

(月)
⑮母子健康手帳、ズボン 19日 明日の親のだめの教室(3)

一般健康相談市役所 13: 00 -16 : 00 (水) 市コミセン 9 : 30-12 : 00 

⑪血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか

4日
3歳児健康診査大村保健所

乳却児健康相談松原出張所 ⑧1}3: 30-15 : 00 ⑧ 9 : 30-10 : 00 13: 00-13 : 30 
(火) 20日 @昭和62年12月生まれ(6月-11月生まれで、

5日 明日の親のための教室内 (木) まだ受けていない人も受診してください)

体) 市コミセン 13 : 00-16 : 00 
⑧母子健康手帳、問診票

定期巡回献血市役所 9 : 30-12 : 00 

ア日 成人の健康相談福祉センター⑧13: 00 -15 : 00 4歳6か月児健康診査

(劃 ⑪40歳以上 ⑪血圧測定・ みそi十の塩分濃度測定ほか 21日 市コミセン ⑧ 3 : 00-13 : 30 

働
@⑮…14日働と同じ

9日 当番医 成人の健康相談福祉センター 13 : 00-15 : 00 

(日)
(内)岡内科医院東二城町宮(@30 0 0 @⑮…7日働と同じ

(眼)計屋眼科医院 古町 1丁目 宮(@6888

23日 当番医

(日)
(内)早田内科医院竹松本町宮@35 3 0 

10日 乳鈎児健康相談竹松出張所 (外・旺)山道医院桜馬場2丁目 ft@l2305 

(月)
⑧ 9 : 30-11 : 00 13: 30-15 : 00 

⑪離乳食教室 10 : 30-15 : 00 26日 明日の親のための教室岡)

(水) 市コミセン 13 : 00-16 : 00 

11日 乳鈎児健康相談市コミセン
2 7 (日本)(火) ⑧⑮…10日(月)と同じ 機能訓練根気の会福祉センター13: 30-15 : 30 

12日 明日の親のだめの教室(2) 却児教室(お口の健康と食生活)

(水) 市コミセン 13 : 00........16 : 00 市コミセン ⑧ 9 : 45-10 : 00 

28日 ⑨昭和63年12月-64年(平成元年)1月生まれ

13日 機能訓練根気の会大村公園 10 : 00 -12 : 00 (台 ⑮母子健康子帳、問診票、歯ブラシ、タオル、コ ップ

(木) ⑮花見(花し ょうぶ) 明日の親のための教室(5)

市コミセン 18 : 30-20 : 30 

オ歳6か月児健康~査
当番医

14日 市コミセン ⑧13 : 00-13 : 30 30日
@平成元年11月生まれ(6月-10月生まれで、 (日)

(内)吉田内科クリニック 本町 宮(@1177 

(台 まだ受けていない人も受診してください)
(産・内)長野病院束三城町宮@ 11 2 3 

⑮母子健康手帳、問診票、歯ブラシ
略号の説明 @…対象 ⑧...受け付け ⑮…内容

1 5(日土) 耳とことばの相談福祉センタ -13: 00-15 : 00 
⑥…持ってくるもの

当番医の診療時間 9 : 00-18 : 00 

毎
月

1
回
発
行

発
行
所
/
大
村
市
役
所
宮
間
同
4
1
1
1

編
集
/
秘
書
広
報
課

印
刷
所
/
側
第

一
印
刷

f一一一人口の動き

5月4日現在

人口計 73，682
(+497 ) 

35，069 
(+229 ) 

38，613 
(+268 ) 

22，643 
(+ 295) 

)内は前月比

男

女

世帯数

- 16一

6月の大村ボート (1 ~ 6 日・東西対抗戦、 13 日 ~18 日・日本船舶振

興会会長杯、 24~25 日・ク。ランドチャンピオン場外発売、 29~ 7月4日)
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